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1. はじめに
　除雪安全行動研究委員会は，雪による事故・犠牲

者を軽減する手段と実践について研究することを目

的としています。これらの活動をさらに進化させ，

雪国の安全・安心により具体的にコミットするため，

住民が適切でかつ安全な除雪行動を日常から行うた

めの啓発手法，防災教育としての展開の可能性，望

ましい行動変容に至るプロセス等について実践的研

究を行っています。

　今回は，屋根雪下ろし機及びVR技術といった二

つの新技術を紹介いただき，除雪安全に関する新

たな技術の展望について，参加者たちとディスカッ

ションを行いました。

2. 話題提供
2-1. 屋根雪下ろし機の製品紹介

　一つ目の新技術である屋根雪下ろし機について，

フジイコーポレーション株式会社機械事業部の小林

祐介氏より製品紹介をいただきました。

　フジイコーポレーション株式会社は，1865年（慶

応元年）に新潟県燕市で創業した農機具メーカーを

起点とする老舗企業であり，現在は機械事業，ダイ

レスプレス事業，鋼材事業の3事業部を展開してい

ます。従業員数は2025年5月時点で109名です。除

雪機や乗用草刈機，ハーベスタ，脱穀機などの製造

を通じ，長年にわたり地域の産業を支えてきました。

　同社は機械製造だけでなく，ダイレスプレス技術

や金型製作など高度な鋼材加工技術を有し，鉄道車

両部品や公共施設の設備など幅広い製品を提供して

います。その技術力は国内外で高く評価されており，

南極基地で同社製除雪機が採用され，現在も使用さ

れています。また，新潟県内では除雪機安全講習会

などの安全啓発活動も継続的に実施しています。

　こうした地域貢献の姿勢のもと，屋根雪下ろし中の

事故が深刻化する中で，2023年に新潟県から相談を

受け，新たな屋根雪下ろし機の開発に着手しました。

同社は，良寛和尚の言葉「何必（なんぞかならずし

も）」を精神的基盤とし，既成概念にとらわれない柔

軟な発想と，自社が蓄積してきた多方面の技術を組

み合わせることで，効率的な製品開発を進めました。
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　その結果，果樹園向け高所作業機の走行部を応

用し，屋根に登ることなく地上から操作できる新機

構の実現に至りました。開発された屋根雪下ろし機

「RA640」は，ブーム先端に「ガン（作業部）」を備

え，伸縮・旋回・仰角調整を組み合わせることで，

屋根上の雪をプラシートに載せて，遠隔で切り崩し

て落下させる仕組みを有しています。雪切プレート

は刺さり込みやすいステンレス製であり，ガン内部

の油圧シリンダにより最大4mのストロークを確保

しています。さらに，操作者の手許にある操作部に

はモニタが搭載され，遠隔から安全に作業できるよ

う設計されています。転倒防止のアウトリガーや，

傾斜角が5度以上となった際に警告を発する安全機

能も実装されています。

　作業は監督者を含む2名以上で実施し，屋根と並

行に機体を前後移動させながら雪を下ろす手順とな

ります。作業者に落雪が当たらないよう十分な距離

を確保することが重要です。

　屋根雪下ろし機RA640はすでに防災産業展など

で紹介されており，今冬には新潟県関連施設での試

験運転を予定しています。屋根雪下ろしによる事故

の低減に寄与する技術として，量産化による早期の

社会実装が期待されます。

2-2.  VR技術の屋根雪下ろし事故軽減に向けた可能性

　次に，株式会社キシブルの岸敬介氏より，VR技

術を活用した屋根雪下ろし事故の軽減に向けた可能

性についてご紹介いただきました。同社は札幌市を

拠点とし，2020年に設立されたVR/ARコンテンツ

企画会社です。医療・工事・教育分野を中心にVR

を活用した学習教材を提供しており，大学や大学病

院との共同研究にも積極的に取り組まれています。

　医療分野の例としては，熟練者の「経験知」や

「視線」「身体動作」をVR上で再現し，追体験でき

る教育システムを開発しています。この没入型VR

教育により，従来の3 ～ 10倍の教育効果が確認され

ているとのことです。

　さらに岸氏からは，屋根雪下ろし作業における

VRの応用可能性についても提案がありました。第

一に，VRによって事故発生シーンや安全手順を事

前に“疑似体験”できるため，事故防止に資する教

育ツールになり得るという点です。第二に，技能向

上のみならず，事故の危険性を「自分事化」するこ

とで，安全行動の促進にも寄与できるという指摘が

ありました。例えば，飲酒運転防止や高齢者の免許

返納の事例でも示されるように，危険性を正しく理

解することは行動変容の鍵となります。このように

落雪や転落といった危険を体験的に理解することで，

安全教育を一層強化できる可能性が示されました。

3. むすびに
　本研究会ではこれまで，多様な視点や研究分野か

ら「除雪安全行動」について議論を重ねてきました。

　今回は，高所作業を回避するために機械力を導入

する新技術や，他分野で活用が進むVR技術を屋根

雪下ろしの技術習得・伝承・注意喚起に応用できな

いかといった，新たな技術提案が示されました。

　いずれの技術も，これまで現場（屋根上）でしか

実施できなかった作業を，地上や屋内（バーチャル

空間）で実現可能とするものであり，その意義は極

めて大きいと言えます。これらの技術は現在開発段

階にあり，今後は量産化による低コスト化も期待さ

れます。

　本研究会としても，これらの新技術を雪氷工学の

研究者・技術者等に広く紹介し，共同研究や技術開

発を推進することで，人間社会への普及・浸透に貢

献していきたいと考えています。除雪安全行動を可

能とする技術は，日進月歩で着実に進化しつつあり

ます。
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